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未病 
～いくつになっても笑いがあふれる元気に生き生きとくらせる神奈川～ 

   

  

 

 

新型コロナウイルス感染症の影響 

【総括】 

 

 

 

 

【取組みへの具体的な影響】 

 

 

 

 

【取組み実施上の創意工夫】 

 

 

 

 

【これまでの取組みがコロナ禍で開花した実績】 

 

 

 

 

 

総合分析 

【プロジェクトの成果】 

 

 

 

【今後の課題】 
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   ライフステージに応じた未病対策 

【分析】 

① 「未病改善」の取組みを行っている人の割合 

 

② オーラルフレイル健口（けんこう）推進員数 

 

KPI（重要業績評価指標） 年度 目標値 実績値 達成率 

① 「未病改善」の取組みを行っている人

の割合(％) 

（※確定値は、2022 年４月上旬把握予定） 

2018  58.3  

2019 70.0 83.3 119.0％ 

2020 75.0 84.7 112.9％ 

2021 80.0 
57.2 

（速報値※） 
71.5％ 

2022 85.0   

② オーラルフレイル健口（けんこう）推進

員数（総数)(人)  

 

2018  1,335  

2019 1,395 1,452 104.0％ 

2020 1,455 1,452 99.7％ 

2021 1,515 1,452 95.8％ 

2022 1,575   

指標の動向 

〇 平均自立期間（日常生活動作が自立している期間の平均）【暦年】＜厚生労働科学研究＞ 

 男性 女性 

2016 年度 79.98 年 83.91 年 

2017 年度 80.40 年 84.33 年 

2022 年度(目標値) 81.85 年 85.08 年 

 

〇 特定健康診査・特定保健指導の実施率＜厚生労働省調べ＞ 

 特定健康検査の受診率 特定保健指導の実施率 

2016 年度 51.0％ 13.6％ 

2017 年度 52.5％ 14.4％ 

2018 年度 53.6％ 17.9％ 

2019 年度 55.1％ 18.5％ 

2022 年度(目標値) 67.2％ 40.6％ 

【分析】 

〇 平均自立期間（日常生活動作が自立している期間の平均） 

 

〇 特定健康診査・特定保健指導の実施率 

 
 

ＫＰＩの達成状況 
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未病改善を支える社会環境づくり 

【分析】 

① 未病センターの利用者数 

 

② 県立保健福祉大学などにおける公開講座・市民大学受講者数 

 

 

健康情報の活用による効果的な施策の推進 

【分析】 

① 未病指標利用者数 

 

② CHO 構想推進事業所登録数 

 
 

KPI（重要業績評価指標） 年度 目標値 実績値 達成率 

① 未病センターの利用者数（人） 

（※確定値は、2022 年５月下旬把握予定） 

 

2018  353,717  

2019 369,000 491,630 133.2％ 

2020 381,000 82,473 21.6％ 

2021 393,000 
92,320 

（速報値※） 
23.4％ 

2022 405,000   

② 県立保健福祉大学などにおける公開

講座・市民大学受講者数 （人） 

（※実績値は、2022 年５月末把握予定） 

2018  2,746  

2019 3,020 4,150 137.4％ 

2020 3,100 9,637 310.8％ 

2021 3,180 （※） （※） 

2022 3,270   

KPI（重要業績評価指標） 年度 目標値 実績値 達成率 

① 未病指標利用者数（累計）（人） 

【2019 年度は目標値・実績値なし】 

※新型コロナウイルス感染症の影響等に

より把握不可 

2018  ―  

2019 ― ― ― 

2020 10,000 ※ ※ 

2021 50,000 58,191 116.3％ 

2022 150,000   

② CHO 構想推進事業所登録数（総数）

（事業所） 

 

2018  414  

2019 600 603 100.5％ 

2020 1,000 631 63.1％ 

2021 1,500 694 46.2％ 

2022 2,000   

 

 

 

 

 

Ｃ 

 

Ｂ 



 

 

主な取組みと成果 

ライフステージに応じた未病対策 

○ 

 

○ 

 

未病改善を支える社会環境づくり 

○ 

 

○ 

 

健康情報の活用による効果的な施策の推進 

○ 

 

○ 

 

 

ＳＤＧｓの理念を活かした社会的課題への対応状況 

（具体的な取組み①） 

〇 

 

〇 

 

（具体的な取組み②） 

〇 

 

〇 

 

 

プロジェクトをとりまく状況 

（具体的な取組み①） 

〇 

 

〇 

 

 

Ａ 

   Ａ 

 

Ｂ 

   Ａ 

 

Ｃ 



 

 

（具体的な取組み②） 

〇 

 

〇 

 

 

今後に向けた検討事項 

（具体的な取組み①） 

〇 

 

〇 

 

（具体的な取組み②） 

〇 

 

〇 

 

 


